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要約 

 新しい学習指導要領において提唱されたキャリア教育の推進が注目されている。文部科学省は、特別活動を要と

したキャリア教育という枠組みの中で、記述し蓄積する教材である「キャリア・パスポート」の活用を推奨した。

全国ではそれをもとにしてカスタマイズされたキャリア・ポートフォリオが作成された。本稿では、その中で、文

部科学省の「キャリア・パスポート」と愛知県のキャリア・ポートフォリオを取り上げ、その成熟の程度について

学生による記述の分析を行った。その結果から特別活動で活用するキャリア・ポートフォリオ、並びにキャリア教

育の今後の可能性を考察することを目的とした。本稿の調査内容をキャリア・ポートフォリオの発展の過程と捉え

た上で示された結果を整理すると、①キャリア・ポートフォリオ活用の際、教科の視点が今まで以上に加えられた

こと。②キャリア・ポートフォリオをより自分事として捉えやすくなったこと。という 2 点が明らかになった。そ

の上で、「自分事」を形成するために必要となる教育的仕掛けについて主体性とともに考察した。 
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Ⅰ 問題の所在 

 新しい学習指導要領（文部科学省，2018a、2018b、
2019a）は、小学校で令和 2 年度（2020 年度）、中学校

で令和 3 年度（2021 年度）からの実施開始に続き、高

等学校では学年進行で令和 4 年度（2022 年度）から実

施されることになっている。その中で、「キャリア教育」

が強調されその推進が提唱されている。一方、現在、あ

るいはこれからの時代を見据えて、試行錯誤しながら

も新しい課題に対応することが求められるとする知識

基盤社会において、子どもたちがたくましく生き抜く

ために必要な資質・能力を育成することが大きな課題

となっている。つまり、こうした社会の動きに対応した

上で新たな社会の担い手を育成していこうとする中で、

キャリア教育を推進しようとする動きは大きく関連し

ているだろう。 

新しい学習指導要領では、その方法論の一つとして、

特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャ

リア教育の充実を図る中、記述し蓄積する教材「キャリ

ア・パスポート 1」の活用を推奨してきた。文部科学省

（2019b）では、「『キャリア・パスポート』とは、児童

生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に関

わる諸活動について、特別活動の学級活動及びホーム

ルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学

習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしな

がら、自身の変容や成長を自己評価できるよう工夫さ

れたポートフォリオのことである。なお、その記述や自

己評価の指導にあたっては、教師が対話的に関わり、児

童生徒一人一人の目標修正などの改善を支援し、個性

を伸ばす指導へとつなげながら、学校、家庭及び地域に

おける学びを自己のキャリア形成に生かそうとする態

度を養うよう努めなければならない」として、平成 30
年 6 月に設置した「キャリア・パスポート」導入に向

けた調査研究協力者会議において定義づけた。また、同

じく文部科学省（2019b）では、キャリア・パスポート

の活用という新しい取り組みを行うことより、全国的

な周知・理解のため例示資料を作成し提示した 2。その

中で、キャリア・パスポート運用の留意点として、各地

域の実情に合わせ、あるいは各学校の創意工夫のもと

カスタマイズすることを求めている。 

 一方、新しい学習指導要領における小学校、中学校、

高等学校の「特別活動」の学級活動・ホームルーム活動

の内容については、①学級・ホームルームや学校におけ

る生活づくりへの参画 ②日常の生活や学習への適応

と自己の成長及び健康安全 ③一人一人のキャリア形

成と自己実現 が共通して示されている。その中で、「特

別活動」の学級活動・ホームルーム活動におけるキャリ

ア・ポートフォリオやキャリア教育の位置づけを考え

ると、特に、③一人一人のキャリア形成と自己実現 が
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大きく関わることになるといえる。 

本稿では、特別活動で行う、文部科学省が作成した

「キャリア・パスポート」例示資料と、それをもとにし

て、地域においてカスタマイズされたキャリア・ポート

フォリオを比較しながら、批判的検討を含めた分析を

行うことで、特別活動で行う、これからのキャリア・ポ

ートフォリオやキャリア教育のあり方、可能性を考察

していくことにする。 

 

Ⅱ 先行研究と目的 

 キャリア教育の中核となる教科の明確化の検討が行

われてきた結果、文部科学省（2016）に特別活動を要

とした取り組みが提言され、「キャリア・パスポート」

の活用が提示された。それ以来、キャリア・ポートフォ

リオに関連した論考が刊行されている。 

社会の要請との関連からその必要性を論じた藤本

（2021）では、具体的に、Society5.0、OECD Education 
2030 プロジェクト、経済産業省「未来の教室」ビジョ

ン、GIGA スクール構想、総務省「情報通信白書」のそ

れぞれの視点から、総じてキャリア教育の必要性、「キ

ャリア・パスポート」の重要性を論じている。 

次に、キャリア・ポートフォリオに必要な構成要素と

しての観点から、胡田ら（2018）は、全国の都道府県

で刊行されたキャリア・ポートフォリオを活用した実

践報告を調査し、必要な構成要素として、実践の継続性

と内省の深さの程度を示した発展性の観点から、キャ

リア・ポートフォリオの特徴を明らかにした。課題とし

て、他者との関わりと教師の仕掛けについて言及して

いる。さらに清水ら（2020）は、胡田ら（2018）で提

示した構成要素に、過去―現在―未来から振り返る時

間的展望の視点と自己、仲間、教師、他者（専門家、保

護者など）に関わる評価の視点を加えた上で、キャリ

ア・ポートフォリオの特徴を明らかにした。その中で、

評価の活用のあり方についての検討が必要だとする課

題を挙げている。 
次に、梅田ら（2020）は、「キャリア・パスポート」

を活用する際に、「語り」である「ナラティブの視点」

を取り入れることを提案し、「生徒自身の『キャリア・

ナラティブ』を自分自身で、あるいは、教師や他の生徒

らとともに振り返るような機会や活動を設定すること

で、自身のキャリアを再構成する機会になるだけでな

く、『ナラティブ・コミュニティ』としての学級の〈文

化〉の協働的創造の契機となる可能性が指摘できる」と

している。 

最後に、胡田（2021）は、生徒指導、進路指導、キャ

リア教育に通底した、成長を促す指導の観点から、「キ

ャリア・パスポート」導入に際する留意点として、①教

師以外の他者との関わりと評価の視点、②個々の事情

への配慮、③教師の関わりとその役割 を挙げている。

①については、それ自体の重要性は認めつつも、教師以

外の他者の介入については、深い内容については本音

で語れないなど否定的に捉える場合が考えられるので、

それを工夫し、どのように乗り越えられるかという課

題を挙げている。また、③の「教師の関わり」について

は、教師の子どもたちに対する働きかけをより効果的

にすることと、それを可能にするために教師へのキャ

リアカウンセリングを含めた教師を支援する働きかけ

の両面が必要になると指摘し、「教師の役割」について

は、確かな見通しを備えた「教育的仕掛け」、「教師の仕

掛け」の必要性を指摘している。 

以上のように、社会情勢との関係からキャリア教育

の必要性が論じられるとともに、記述し蓄積する教材

としてのキャリア・ポートフォリオに盛り込むべき構

成要素の解明や、それらがより効果的に運用されるた

めの方略などがこれまでに論じられてきたといえる。 

 したがって、本稿の目的は、これらの論考で積み上げ

られた指摘や課題を乗り越えるために、キャリア・ポー

トフォリオの成熟の程度について学生による記述の分

析を通して、特別活動で活用するキャリア・ポートフォ

リオ、並びにキャリア教育の今後の可能性を考察する

ことである。また、本稿は、前述の通り、教員養成課程

に属する、すでに教育実習を終えた学生の記述を分析

することより、近い将来、教師になろうとする学生がど

のような受け取り方をするのかを分析することになる

ので、教師教育の観点からも調査の結果は意義あるも

のになろう。 

 

Ⅲ 研究方法 

１ 研究対象 

 20XX 年度 3、大学の教員養成課程に所属し、初等教

育、中等教育の各教科等を専攻する学生、特別支援学校

教員、養護教諭養成を専攻する学生から構成された 4
年生を中心としたクラス 83 名（内、5 名が院生）を対

象にして、筆者は教職に関連する進路指導とキャリア

教育に焦点にあてた科目を半期（前期）の授業として担

当した。本稿では、そのうち、キャリア教育に関連した

領域を対象にした。 

 

２ 調査内容と分析方法 

 調査については、20XX 年度前期の進路指導とキャリ

ア教育を扱った授業の中でキャリア教育に関連した領

域を扱った第 7 回から第 15 回の授業のうち、キャリ

ア・ポートフォリオに直接焦点を当てた第 10 回の授業

を対象にした。その中で、キャリア・ポートフォリオの

2 種類の書式の特長について受講生に記述を求めた。一

つは、文部科学省が作成した「キャリア・パスポート」

例示資料、もう一つは、愛知県においてカスタマイズさ

れたキャリア・ポートフォリオ（愛知県教育委員

会,2019）を取り上げた。当該授業では、キャリア・ポ

ートフォリオの全体的な説明を行ったあと、「キャリア
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教育ノート編」の小学校用、中学校用、高等学校用から

学生が各自の関連の深い校種を選び、そのすべてにつ

いて考察するよう促した。分析方法については、それぞ

れのキャリア・ポートフォリオの特長について考察す

ることで得られた記述を、樋口（2014）で開発された

テキストマイニング KHCoder（Version khcoder-3b03a）
を使用し計量テキスト分析をすることにした。両者の

記述の比較をする場合に視覚的にイメージしやすいと

考えたことが本分析方法を採用した理由である。 

 

３ 授業の内容について 

前節に示した第 10 回の授業の位置づけや授業の全

体構造を確認するため、進路指導とキャリア教育を扱

った授業の内容を表 1 に示す。授業目標としては、「進

路指導・キャリア教育の目的・内容・方法についての基

礎的理解を図るとともに、進路指導については、青少年

の職業観・勤労観の形成、進路選択・職業選択等に関す

る課題をとりあげ、対応の具体的方向性について学習

する。また、キャリア教育においては、文部科学省が提

示する新しい取り組みや先進的な学校の事例を多く取

り上げる。その上で、社会との関わりの中でどのように

生きていくことできるのかという問いについて検討す

る」とした。授業計画・方法としては、「授業の前半は、

講義を通して進路指導・キャリア教育についての意義

や内容、方法、あるいは事例紹介などから理解を深める。

後半は、それらをもとに、自己の意見を他者にわかるよ

うに伝え他者の意見を理解することに重点を置きなが

ら、異なる意見の中から自己の深い学びにつなげるこ

とを目指す」とした。
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Ⅳ 研究結果 

 文部科学省が提示した「キャリア・パスポート」例示

資料とそれをもとにカスタマイズされた愛知県のキャ

リア・ポートフォリオのそれぞれの書式を熟読後、それ

らの特長（関心を持ち良いと思った点）を記述したもの

を樋口（2014）で開発されたテキストマイニング

KHCoder（Version khcoder-3b03a）を使用し計量テキス

ト分析をすることにした。その際、共起ネットワークコ

マンドを用いて、教師を目指す学生の視点からの意見

の分析を行った。「共起ネットワーク」とは、強い共起

関係ほど濃い線で描画できたり、出現数の多い語ほど

大きい円で描画できたりする（樋口，2014）特徴をも

つ。共起ネットワークを用いて語と語のつながりや関

連の強度などが可視化できる。図 1 は「キャリア・パ

スポート」例示資料の特長を示し、図 2 は愛知県のキ

ャリア・ポートフォリオの特長を示したものであり、小

学校用、中学校用、高等学校用、特別支援学校用（愛知

県）を学生たちが読んで記述したそれぞれ 94 件、119
件の結果である。また、図 3、図 4 は、図 1、図 2 を補

完するものとして示す。つまり、図 3 は図 1 における

7 回以上の抽出語と出現回数を示し、図 4 は図 2 にお

ける 7 回以上の抽出語と出現回数を示す。 
図 1 では、1-1.〈自分〉と〈書く〉が特に多くの項目

と連携し、しかも強く関わっている。少し俯瞰的にみる

と、〈自分〉、〈書く〉、〈目標〉、〈振り返る〉、〈考える〉

などの項目が強固に結びついているのが見てとれる。

この部分を「キャリア・パスポート」の本質と捉えてい

る。また、1-2.〈書く〉の周辺では、〈先生〉、〈メッセ

ージ〉、〈教師〉、〈コメント〉、〈生徒〉、〈児童〉の項目が

連なり、評価の視点を挙げている。つまり、仲間などの

「相互評価」、教師からの「教員評価」の視点である。

1-3.〈活動〉の周辺には、〈行事〉、〈学校〉、〈家庭〉、〈生 
1 

回 授業内容 

第１回 オリエンテーション（進路指導・キャリア教育について児童生徒時代を振り返る） 

第２回 進路指導の理論と実践（１）歴史、定義と目標 

第３回 進路指導の理論と実践（２）６つの役割 

第４回 進路指導の理論と実践（３）児童生徒理解と自己理解 

第５回 進路指導の理論と実践（４）進路指導の実際（課題と現状１） 

第６回 進路指導の理論と実践（５）進路指導の実際（課題と現状２） 

第７回 キャリア教育（１）歴史、定義、意義等 

第８回 キャリア教育（２）政策の動向１ 

第９回 キャリア教育（３）政策の動向２ 

第 10 回 キャリア教育（４）キャリア・ポートフォリオ 

第 11 回 キャリア教育（５）キャリア発達課題と理論 

第 12 回 キャリア教育（６）キャリアカウンセリング 

第 13 回 キャリア教育実践（１）小中連携によるキャリア教育 

第 14 回 キャリア教育実践（２）高等学校による地域連携・課題解決型のキャリア教育 

第 15 回 進路指導とキャリア教育のまとめ（次代を拓くキャリア教育の展開） 

表１ 「進路指導とキャリア教育」の授業内容 
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図１ 「キャリア・パスポート」例示資料の特長 

図２ 愛知県のキャリア・ポートフォリオの特長 
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活〉などの項目が並んでいる。1-4.〈キャリア〉、〈将来〉

のそれぞれの項目は、つながっているが距離は遠い。1-
5.〈評価-自己〉、〈学期-細かい〉は他の項目とつながっ

ていない。全体的には、〈自分〉、〈書く〉、〈活動〉のそ

れぞれが中心になる 3 つのブロックを中心に構成され

ている。 
一方、図 2 では、2-1.〈児童〉、〈生徒〉が特に多くの

項目と強く結びついている。2-2.〈目標〉、〈計画〉、〈設

定〉のそれぞれの項目は関連しているが中心には位置

していない。2-3.〈児童-生徒〉を中心としたブロック

以外に、〈自分〉を中心にしたブロックが存在する。2- 
4.〈活動〉の周辺には、〈行事〉、〈学校〉、〈教科〉など

の項目が並んでいる。図 1 には見られなかった〈教科〉

の視点が加わった。2-5.〈内容-細かい〉は他の項目と

つながっていない。全体的には、〈児童-生徒〉、〈自分-
振り返る〉、〈目標〉、〈活動〉のそれぞれが中心になる 4
つのブロックを中心に構成されている。なお、図の中に、

〈航海〉や〈キャラクター〉の項目がある。これらにつ

いては、愛知県のキャリア・ポートフォリオの名称が、

キャリア教育ノート「夢を見つけ 夢をかなえる航海ノ

ート」であることや「キャプテン・アイリス」という名

前の愛知県キャリア教育マスコットキャラクターが存

在することが影響していると思われる。 

 

Ⅴ 考察  

文部科学省「キャリア・パスポート」例示資料、そし

て、それをもとにカスタマイズされた愛知県のキャリ

ア・ポートフォリオに関してそれぞれの特長を示した、

学生による記述を分析した。その結果から、いくつかの

点を指摘することができる。 

一つ目は、前章のそれぞれ 1-1 と図 2 の全体結果で

示した〈自分〉が〈振り返る〉こと、そして、1-1 と 2-
2 で示した〈目標〉を〈設定〉することというキャリア・

ポートフォリオの本質が両方に捉えられていること。 
二つ目は、1-5、2-5 で示した通り、独立しているの

は、図 1、図 2 ともにキャリア・ポートフォリオの形式

のことについて言及されているからであろうが、特長

に挙げていることより〈細かい〉を良いことと捉えてい

る。また、図 1 の〈書く〉を中心にした〈教師〉、〈コメ

ント〉などの他者による評価を表すブロックと 1-5 で

示した〈評価-自己〉が独立して離れているということ

は、評価の中でも、自己評価と他者評価は別物と捉えて

いることが考えられる。そのような理解の仕方をした

ということになるのだろう。 
三つ目は、1-3、2-4 で示した〈活動〉について、図 1

では主に「総合的な学習の時間」、「特別活動」を通した

振り返りを意味していたが、図 2 ではそれに〈教科〉

の視点が加わっていること。 

図３ 「キャリア・パスポート」例示資料における抽出語と出現回数（7 回以上） 
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図４ 愛知県のキャリア・ポートフォリオにおける抽出語と出現回数（7 回以上） 
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四つ目は、図 1、図 2 の両方に、〈児童〉、〈生徒〉の

項目があるが、これは、意味内容が異なっている。図 1
では他者としての三人称で表され、図 2 では一人称の

意味も含めた形で表出されている。したがって、図 2 の

2-1 と 2-3 で示した〈児童-生徒〉を中心としたブロッ

ク以外に、〈自分〉を中心にしたブロックが存在するこ

とより、他人事ではなく、より自分ごとに事象を引きつ

けながら考えやすくなったと捉えたこと。その要因の

一つは、〈キャラクター〉の存在が影響していると考え

られる。 
五つ目は、図 1 の 1-4 の関連で、〈キャリア〉、〈将来〉

の関連について、図 2 では、〈将来〉という項目が表出

されていないこと。過去-現在-未来で捉える時間的展望

の観点をどのように捉えたのか。 

 六つ目は、1-2 で示したように図 1 で表されていた相

互評価や教員評価などの他者からの評価の視点が、図 2
では表されていないこと。 

 以上のことが考えられるが、特に五つ目と六つ目に

関しては、愛知県が作成したキャリア・ポートフォリオ

のシートには、それぞれに指摘した内容（時間的展望の

視点、他者からの評価の視点）は示されているので、前

者（文部科学省）で良いと感じた内容は、それを前提に

していることより、後者（愛知県）では記述しないとい

うことが考えられる。あるいは、それ以上に関心を持っ

た内容を記述することで捨象された状態になったとも

考えられる。いずれにせよ、2 つのキャリア・ポートフ

ォリオをそれぞれプラス面で捉えた結果を総合して考

察することで、その背景に潜んでいる特徴を捉えるこ

とが可能になった。 

したがって、以上をキャリア・ポートフォリオの発展

の過程と捉えた上で整理すると、①キャリア・ポートフ

ォリオ活用の際、教科の視点が今まで以上に加えられ

たこと。②キャリア・ポートフォリオをより自分事とし

て捉えやすくなったこと。ということが大きな特長と

していえる。①に関しては、教科におけるキャリア教育

という観点で以前からも指摘されている内容である。

高等学校の文脈であるが、リクルート進学総研（2019）
では、キャリア教育を実施する時間について、「教科の

時間」の実施率は 22.6％4 である。「総合的な学習の時

間」、「特別活動」と比較をしても、また調査の年度だけ

でなく過去を遡っても低迷状態が続いており大きな課

題になっていた。キャリア教育が教育活動全体を通じ

て行われると明示されていることから考えると、キャ

リア・ポートフォリオに充実した教科の視点を位置づ

けることは、特に中学校・高等学校では学級担任と教科

担当の連携を促進することにもつながり、特別活動と

各教科をつなぐ上で相互補完的な役割を果たすことに

なると期待できる。次に、②の「自分事」に引き寄せる

ことについては、2 章で示した胡田ら（2018）、胡田

（2021）で指摘された「教師の仕掛け」の必要性と大

きく関連する。「教師の仕掛け」とは、子どもたちの深

い学びを促進するために、気づきを与え主体的に物事

に関わりを持たせようとする「教育的仕掛け」のことで

ある。そのように考えると、愛知県の場合、マスコット

キャラクターの存在がキャリア・ポートフォリオを自

分事に引き寄せる要因の一つになったと考えられるが、

これはまさに「自分事」に引き寄せるための「教育的仕

掛け」に他ならない。「自分事」を構成する中心概念と

しては「主体性」が一つの手掛かりになる。そしてその

「主体性」を形づくる概念としては「当事者性」、「切実

性」などが考えられる。キャリア教育の観点からすると、

他者との関わりや社会との関わりなどから自己に返す

ことが重要になる。つまり、他者との関わりや社会との

関わりなどから得たことを自己に関連付けながら自己

に問い、自己の学びに変換させることが重要となる。こ

うした考え方を通して、職業に関することを含めた生

き方全体について見通しをつけながら形成していく過

程が目指される。 

その上で、「自分事」の形成を仕掛ける方法論を考え

ると、キャリア・パスポート自体の形式や問い方、また

は外部要因によって自分事へと形作る必要がある一方

で、さまざまな活動をキャリア・パスポートに記述する

ことを考えると、その活動の中身を自分事に近づける

工夫が必要になる。図 1、図 2 の〈活動〉を中心にした

ブロックの中の〈教科〉については前述したので、ここ

では、教科以外の総合的な学習の時間などに関連する

内容について確認する。それらの一例を挙げてみたい。

他者との関わりに関して、島田（2006）は、高等教育

の文脈ではあるが、「他者との出会いを仕掛ける授業」

を構想する中で、「傷つくことからひらかれる」として、

「自分試し」と「自分さらし」をキーワードに挙げてい

る。引用すると、「〈自分試し〉は、自分の世界にはまだ

ないものに、自分の身についていないものに挑戦する

ことを目指す。未知なる世界に自分を放りだし、試行錯

誤し、ときには失敗をものとし、自分を磨いていく。自

分づくりといっていいだろう。〈自分さらし〉は、今あ

るもの、今まであるものを外にだすことを目指す。ある

がままの自分をさらしていく。ときには人目にさらし

たくない自分の弱い部分をさらしていく。『つくったキ

ャラとしての自分』ではなく、『素の自分』をだすとい

ってもいい」。これは、他者を通して、インプットとし

て得たことを自己に問い、学びに変えながらアウトプ

ットとして素の自分を出すという構造がそのしくみに

示されている。一方、社会との関わりに関しては、地域

連携・課題解決型のキャリア教育実践としての「SL（サ

ービス・ラーニング）」を挙げることができる。日本で

は、中央教育審議会答申「青少年の奉仕活動・体験活動

の推進方策等について」（文部科学省，2002）により政

府からの支援を得て導入されるようになった。倉本

（2006）では、「SL（サービス・ラーニング）は、生徒
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たちが主体的に参加するサービス経験を統合化し、そ

の学習経験を発展させていく教育方法である。その経

験はコミュニティーの必要性に適合するものであり、

学校とコミュニティーを関連させ、生徒たちの体験を

学的カリキュラムのなかに統合化していくものである。

SL（サービス・ラーニング）は学校での学習経験を活

用しながらコミュニティーに貢献するサービス体験を

通して主体的な学習経験をすることであり、コミュニ

ティーの一員としての自覚と責任も学ぶものである」

と説明している。これは、コミュニティーに貢献するサ

ービス体験を通して、自己に問い、その過程や結果を自

己の学びにつなげることで主体的な学習経験を果たす

ことを示している。以上の内容が成り立つならば、「自

分事」を形成するキャリア教育の学びのモデル（図 5）
を仮説的に示すことができる。学びを自分事へとつな

げる場合、キャリア・パスポートそれ自体とそれを充実

させる活動内容について、その両面から総合的に構築

していくことが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Ⅵ まとめと今後の課題 

本稿の目的は、キャリア・ポートフォリオの成熟の程

度について学生による記述の分析を通して、特別活動

で活用するキャリア・ポートフォリオ、並びにキャリア

教育の今後の可能性を考察することであった。本稿の

調査内容をキャリア・ポートフォリオの発展の過程と

捉えた上で示された結果を整理すると、①キャリア・ポ

ートフォリオ活用の際、教科の視点が今まで以上に加

えられたこと。②キャリア・ポートフォリオをより自分

事として捉えやすくなったこと。という 2 点が明らか

になった。現在、キャリア・ポートフォリオは多くの都

道府県や市町村、あるいは各学校でカスタマイズされ

作成されている。本稿の調査は、その一事例であり、学

生のみの意見に基づいた結果である。また、その結果に

ついて様々な読み取り方が可能なのかもしれない。そ

の中で、一事例からキャリア・ポートフォリオ、並びに

キャリア教育の可能性を見出そうとした。 

前章で教育的仕掛けに基づいた教育活動について、

主体性を発揮しながら自己に問い、それを学びにつな

げるモデルを提示した。そこで、留意する必要のある点

について今後の課題として示しておきたい。それは、

「教育的仕掛け」と「主体性」の関係についてである。

「教育的仕掛け」には、学びを豊かにする可能性がその

システムに内在されているとみてよい。しかしながら、

例えば、日本における「サービス・ラーニング」の課題

は、小畑（1994）が「サービス・ラーニング」導入前か

ら指摘している通り、「合意の強制」と「不合意の共生」

にある。教育活動に関連付けていえば、教師が良いと考

えたことについては、強制してしまうことにならない

のかという警告である。子どもたちが合意をしなけれ

ばならない状況が出来上がってしまい、不合意を発す

れば、共に生きていくことができなくなるという比喩

的な意味と捉えることができる。これは、「ポストコロ

ニアル」に代表される「教育の暴力性」に関わる問題を

孕んでいる。そうした問題を解きほぐす道筋として、小

玉（2003）は、シティズンシップ教育の文脈で、「誘導

ではなくあくまでそのきっかけを与えるだけに留める。

なぜなら、教師からすると生徒は他者であり思い通り

にならない存在であるから」として、「自己喚起」させ

ることの重要性を説いている。その一方で、山本（2019）
は、教師の指導性と子どもの自主性についての文脈で、

「教師の指導性が強くなると子どもの自主性が弱くな

り、教師の指導性が弱くなると子どもの自主性が強く

なるというのではなく、また両者のバランスを適当な

ところでとるというのでもない。子どもの自主性は優

れた指導性のもとで発揮されるが、稚拙な指導性のも

とでは発揮されないのである」としている。それぞれ示

唆深い指摘がなされている。これらを総合して考えた

場合、どのような方法が考えられるのか。改めて考える

必要がある。 

以上、特別活動で活用するキャリア・ポートフォリオ、

並びにキャリア教育の今後の可能性を考察したが、本

稿で取り扱ったキャリア・ポートフォリオについて、そ

の活用や実践は 2020 年度から始まったばかりである。

問い 

問い 

新たな問い 
新たな問い 

問い 

新たな問い 

問い 

どのようにして生きていくこ
とができるのかという問い 

活動内容に必要な教育的仕掛け 

自己の学び 
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切実性 

など 

図５ 「自分事」を形成するキャリア教育の学びのモデル 

自己の学び 

自己の学び 
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したがって、特別活動が目指す「一人一人のキャリア形

成と自己実現」に資するキャリア・ポートフォリオの研

究並びに実践の積み重ねが今後益々必要になる。 

 

 

注 

1 本稿では、キャリアに関わる内容を記録し蓄積する

教材を総称して示す場合、「キャリア・ポートフォリ

オ」を使用する。ここでは、文部科学省が作成したキ

ャリア・ポートフォリオのことを「キャリア・パスポ

ート」という固有名詞で使用している。 
2  キャリア・パスポートをめぐる動向については、胡田

（2021）を参照。 

3  研究協力者の特定を防ぐために年度を伏せた。 

4  リクルート進学総研（2019）では、キャリア教育の

実施率は、「総合的な学習の時間」が 77.5％で一番高

く、次いで「ホームルーム活動」が 56.7％で二番目

に高くなっている。 
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